
 

胸骨圧迫をしよう 

① 強く（しっかり沈むまで） 

② 早く（一定のリズムで） 

③ 絶え間なく（止めない） 

 

 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川地中学校 保健だより 
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 Lette 
 

No.７ 令和８年８月 27日 発行 

  

 

充実した夏休みを過ごすことができましたか。 

さて、２学期がスタートしました。今学期も、生活リズム

の輪「早く起きて朝日を浴びる」「朝ごはんを食べる」「適度

に運動する」「決めた時間に寝る」のサイクルを整え、元気

に過ごしましょう。 

救命処置は、心停止かもしれない場合（突然倒れた・反応がない・普段の呼吸とは違う）に、胸骨圧迫を行い、心臓のポンプ的な役割

を担い、脳や心臓に血液を送ります。AEDは、電気ショックを与えて、心臓を正常な動きに戻す役割があります。 

AEDを使おう 

① ふたを開けると、オートショック AEDは、自動的に電源が入ります。

※本校の AEDは、オートショック AEDです。 

② 服を開いて、パッドを貼ります。心臓をはさむように、１枚は胸の右

上、１枚は胸の左下に貼ります。 

 

 

③ AEDが電気ショックが必要か判断します。 

④ 「ショックが必要」というメッセージが流れたら、ショックボタンを押し

ます。ショックボタンを押した後は、胸骨圧迫をくり返します。 

本校の AED の場所

は、職員室前ろうか

に設置しています。 



 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


